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VOICE
■
組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
と
こ
な
め
焼
協
同
組
合
は
、
千
年
に
も
及
ぶ
歴
史
を
持
つ

常
滑
焼
の
匠
た
ち
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
組
合
の
歩
み
は
、
明
治
33
年
「
常
滑
陶
器
同
業
組
合
」
が

設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
大
正
15
年
、

火
鉢
や
植
木
鉢
と
い
っ
た
日
用
品
製
造
を
主
と
す
る
者
た
ち

が
「
常
滑
陶
器
同
業
組
合
」
を
脱
退
し
て
「
常
滑
陶
器
工
業

組
合
」
を
設
立
し
ま
す
が
、
昭
和
21
年
に
は
統
合
さ
れ
、「
常

滑
陶
業
施
設
組
合
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
昭
和
24
年
に

施
行
さ
れ
た
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
に
基
づ
き
、
昭
和
25

年
「
常
滑
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
」
へ
と
組
織
を
変
更
し
ま

す
。
昭
和
58
年
「
愛
知
陶
管
協
同
組
合
」
を
吸
収
合
併
し
て

「
愛
知
県
常
滑
陶
磁
器
協
同
組
合
」
と
な
り
ま
す
が
、
昭
和

60
年
、
産
地
名
ブ
ラ
ン
ド
の
宣
伝
普
及
を
目
指
し
、
分
か
り

や
す
く
「
と
こ
な
め
焼
協
同
組
合
」
に
名
称
を
変
更
し
、
今

日
に
至
り
ま
す
。

　
そ
の
間
、
常
滑
焼
は
昭
和
51
年
に
伝
統
工
芸
品
の
指
定
を

受
け
、
平
成
19
年
地
域
団
体
商
標
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
に
は
日
本
六
古
窯
の
一
つ
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
な
が
ら
愛
さ
れ
て
き

た
伝
統
あ
る
常
滑
焼
の
更
な
る
発
展
を
使
命
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
歩
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
焼
き
物
の
素
と
な
る
製
土
の
製
造
、
組
合
員
の
製
品
製
造

に
必
要
な
資
材
等
の
共
同
購
買
、
出
来
上
が
っ
た
製
品
の
共

同
販
売
等
の
事
業
を
中
心
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
製
土

づ
く
り
に
お
い
て
は
、
組
合
員
の
様
々
な
商
品
づ
く
り
に
対

応
す
る
た
め
の
研
究
や
良
質
な
原
料
確
保
の
た
め
の
鉱
山
の

調
査
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
販
売
を

支
え
る
展
示
会

で
の
Ｐ
Ｒ
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
も

大
切
な
活
動
で
す
。

　
ま
た
、
大
物
加
工
技
術
を
活

用
し
た
陶
器
浴
槽
や
手
洗
鉢
等
を

開
発
し
、
独
自
ブ
ラ
ン
ド
「
フ
ロ
ー
ラ
イ
フ
26
」
を
立
ち
上

げ
た
り
、“

常
滑
ら
し
さ
を
大
切
に
―
飾
ら
な
い
、
あ
り
の

ま
ま
の
格
好
良
さ”

を
表
現
し
た
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
　

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
，Ｓ
」
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
等
、
既
存
の
常

滑
焼
フ
ァ
ン
を
一
層
魅
了
し
、
且
つ
新
た
な
顧
客
を
取
り
込

む
製
品
づ
く
り
を
牽
引
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
児
童
や
生
徒
へ
の
伝
統
工
芸
品
の
教
育
や
陶
磁

器
意
匠
の
保
護
、
組
合
員
へ
の
情
報
提
供
、
健
全
な
事
業
所

運
営
の
た
め
の
作
業
環
境
測
定
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
常
滑
焼
の
品
質
を
保
ち
、
次
の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く

た
め
に
行
政
や
産
地
の
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
特
に
力
を
い
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
海
外
展
開
で
す
。
国
内
の
需
要
が
停
滞
す
る
中
、
海
外
で

は
日
本
文
化
へ
の
高
い
関
心
を
背
景
に
需
要
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
海
外
観
光
客
に
よ
る
招
き
猫
等
の
需
要
は
絶
え
ず
あ

り
ま
す
し
、
茶
器
を
利
用
し
て
お
茶
を
淹
れ
る
習
慣
を
持
つ

中
国
や
盆
栽
が
「
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
と
し
て
流
行
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
等
は
、
新
た
な
市
場
と
し
て
非
常
に
期
待
を
持
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
期
は
、
国
の
支
援
を
受
け
て
ベ
ル
ギ
ー
の
展
示
会
へ
の

出
展
を
予
定
し
て
お
り
、
常
滑
焼
盆
栽
鉢
の
販
路
開
拓
に
向

け
て
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
国
内
で
常
滑
焼
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
さ
ら
に
高
め
て
海
外
市

場
に
進
出
し
、
確
た
る
地
位
を
築
き
た
い
で
す
ね
。

■
趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
趣
味
は
音
楽
で
す
。
陶
器
で
自
作
し
た
リ
コ
ー
ダ
ー
で
作

曲
や
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。
音
色
が
珍
し
い
の
で
、
各
地
か

ら
お
招
き
い
た
だ
い
て
演
奏
し
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ
を

作
成
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
自
作
楽
器
で
の
演
奏
は
30
年
ほ

ど
、バ
ン
ド
活
動
は
40
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
ね
。
他
に
は
、

釣
り
も
し
ま
す
し
、
旅
も
楽
し
み
ま
す
。

　
自
分
の
特
徴
は
自
分
で
つ
く
る
も
の
で
す
か
ら
、
何
歳
に

な
っ
て
も
興
味
の
あ
る
こ
と
を
や
っ
て
み
る
と
よ
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
た
と
え
上
手
く
で
き
な
く
と
も
す
ぐ
に
や

め
て
し
ま
わ
ず
に
、じ
っ
く
り
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
す
。

焼
き
物
づ
く
り
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
器
用

に
模
倣
す
る
人
は
す
ぐ
に
一
定
の
評
価
を
得
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
良
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
不
器
用

で
も
コ
ツ
コ
ツ
と
時
間
を
か
け
て
励
ん
だ
も
の
に
は
、
そ
の

人
な
ら
で
は
の
味
が
生
ま
れ
、
人
の
心
を
打
つ
も
の
に
な
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

渡
邉
　
敬
一
郎
常
任
理
事
に

　
　
　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

と
こ
な
め
焼
協
同
組
合
　
理
事
長
　
渡
邉
　
敬
一
郎

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：とこなめ焼協同組合

代表者名：渡邉　敬一郎

設立年月：1940年 10月

組合員数：101

住　　所：常滑市栄町三丁目8番地
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中央会ニュースクリップ

「第70回中小企業団体全国大会」京都市上七軒歌舞練場にて開催
〜明治 150 年  歴史と文化、地域を支える中小企業が未来を拓く〜

　平成 30 年９月 12 日（水）、中小企業団体の代表約 2,000 名が全国各地から集
まり、「第 70 回中小企業団体全国大会」が開催されました。
　大串正樹・経済産業大臣政務官、牧原秀樹・厚生労働副大臣をはじめとして多
数のご来賓の方々が出席され、愛知県からも 30 名
を超える参加者がありました。
　今年の開催地は京都市の上七軒歌舞練場。京都の
風情を感じさせる芸舞妓による「祝舞」のアトラク
ションで開会し、参加者からは感嘆の声があがりま
した。「明治 150 年　歴史と文化、地域を支える中
小企業が未来を拓く」をスローガンに、47 都道府
県中央会会員の中小企業で組織する全国約 28,000 組合等の意見を総意として取
りまとめ、その実現に向けて共に取り組むことが決議されました。
　決議事項には、愛知県中小企業団体中央会　専門委員会にて取りまとめ、提
出した要望事項も含まれています（決議内容詳細は全国中央会ホームページ
https://www.chuokai.or.jp/hotinfo/70taikai-a.pdfを参照ください）。

第 70回中小企業団体全国大会決議（概要）
Ⅰ．�経済の好循環を実感できる中小企業・小規模事業者の生産
性向上支援等の強化

１．中小企業・小規模事業者対策の加速化
２．生産性向上・経営力強化に対する支援の拡充
３．事業承継・後継者育成支援の拡充
４．中小企業組合・中央会等に対する支援の拡充

Ⅱ．�地域活性化を担う中小企業・小規模事業者に対する支援の
拡充

１．官公需対策の強力な推進
２．海外展開に対する支援の拡充
３．まちづくりの推進、中心市街地の再生支援

Ⅲ．震災復旧・復興支援、豪雨等による災害対策の拡充
１．震災、豪雨災害に対する復旧・復興の更なる推進
２．福島の復興・創生に向けたきめ細やかな対策の実施
３．地域の防災・減災対策の強化と国土強靭化の推進

Ⅳ．�中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境
整備

１．中小企業金融施策の拡充
２．中小企業・組合税制の拡充
３．中小製造業等の持続的発展の推進
４．卸売・小売業、サービス業、流通・物流業に対する支援の拡充
５．中小企業の実態に応じた独禁法の執行
６．中小企業の実態を踏まえた労働・雇用・社会保障対策の推進

　長谷川正己・愛知県中央会会長が意見発表を行い、これに対し、山口泰明・自
由民主党組織運動本部長、竹内譲・公明党中小企業活性化対策本部副本部長が

政党を代表して挨拶されました。
　大会では優良組合 39 組合、組合功労者 73 名、
中央会優秀専従者 21 名の表彰もあわせて執り行わ
れました。
　愛知県からは、優良組合として中部アイティ協
同組合が、組合功労者として大場和子氏（愛知水質検査協同組合　理事長）、
馬場善志雄氏（愛知県警備業協同組合　理事長）が受賞されました。
　皆様からお寄せいただき、全国大会で決議された要望事項は、今後、全国中央
会が中心となって政府や関係機関等に対して要請活動を展開し、中小企業の持続
的な成長と豊かな地域社会の実現を目指します。
　次期全国大会は、2019 年 11 月７日（木）に鹿児島県にて開催されます。次期
全国大会に向けた、皆様のご要望等の調査は、来春に実施予定です。どうぞ忌憚
なくご意見をお聞かせください。
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海
上
空
港
の
脆
さ
を
露
呈
し
た
関
空

　
日
本
列
島
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
台
風
21
号
に
続

き
、
24
号
も
列
島
を
縦
断
し
た
。
近
年
、
地
震
や
台
風
、
集

中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
増
加
し
、
イ
ン
フ
ラ
へ
の
被
害

状
況
が
想
定
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
台
風
21
号
に
関
し
て
は
、
特
に
関
西
国
際
空
港
へ
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
。
高
潮
に
よ
る
滑
走
路
の
冠
水
に
加
え
て
、

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
浸
水
や
、
タ
ン
カ
ー
衝
突
に
よ
る

連
絡
橋
の
橋
げ
た
損
壊
に
よ
っ
て
、
空
港
は
一
時
的
に
機
能

不
全
に
陥
っ
た
。
す
で
に
、
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
17
日
ぶ
り

に
営
業
を
再
開
し
て
い
る
が
、
旅
行
客
の
回
復
や
貨
物
便
の

全
面
再
開
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

　
現
在
、
関
空
は
国
際
線
、
国
内
線
と
も
に
被
災
前
と
変
わ

ら
な
い
状
態
で
運
用
さ
れ
、連
絡
橋
の
鉄
道
部
分
も
復
旧
し
、

Ｊ
Ｒ
と
南
海
が
通
常
運
転
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、

道
路
部
分
の
完
全
復
旧
は
来
年
春
頃
ま
で
か
か
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。無
傷
だ
っ
た
片
側
２
車
線
を
対
面
通
行
に
し
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
は
通
行
可
能
で
あ
る
。し
か
し
、マ
イ
カ
ー

の
通
行
規
制
は
続
い
て
お
り
、
ク
ル
マ
利
用
の
旅
行
客
は
不

便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

国
際
貨
物
減
少
と
長
期
化
リ
ス
ク

　
貨
物
便
に
つ
い
て
は
、
倉
庫
や
通
関
施
設
が
浸
水
被
害
を

受
け
た
た
め
、
２
週
間
以
上
経
っ
て
も
国
際
貨
物
の
取
扱
量

は
被
災
前
の
１
〜
２
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
１
か
月
近
く

要
し
て
よ
う
や
く
取
扱
能
力
が
約
半
分
ま
で
回
復
す
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
貨
物
便
の
便
数
は
平
常

時
の
３
分
の
１
の
水
準
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
物
流
面
へ
の
影

響
が
長
期
化
し
て
い
る
。

　
関
空
は
国
際
貨
物
の
拠
点
空
港
に
も
な
っ
て
い
る
。
空
輸

す
る
製
品
は
医
薬
品
や
電
子
部
品
な
ど
の
高
付
加
価
値
製
品

が
多
く
、
こ
れ
ら
の
製
品
の
納
期
遅
れ
は
取
引
の
減
少
に
も
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
メ
ー
カ
ー
は
成
田
や
セ
ン
ト
レ
ア
な
ど

に
振
り
替
え
て
輸
出
し
て
お
り
、
セ
ン
ト
レ
ア
の
発
着
便
は

定
期
便
を
合
わ
せ
る
と
通
常
よ
り
３
割
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。

　
被
災
直
後
か
ら
、
関
空
を
運
営
す
る
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
が

官
民
一
体
と
な
っ
て
早
期
復
旧
を
目
指
し
た
背
景
に
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
後
の
神
戸
港
の
教
訓
が
あ
る
。
被
災
し
た

神
戸
港
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
は
、
国
内
で
は
京
浜
港
や
名
古
屋

港
に
振
り
替
え
ら
れ
た
も
の
の
、
一
部
は
釜
山
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
の
港
湾
へ
流
出
し
、
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
港

湾
と
し
て
の
位
置
付
け
を
低
下
さ
せ
た
。
機
能
不
全
が
長
期

化
す
る
と
、
一
度
離
れ
た
貨
物
は
す
ぐ
に
戻
っ
て
こ
な
い
こ

と
を
関
西
は
過
去
に
経
験
し
て
い
る
。

セ
ン
ト
レ
ア
の
代
替
ル
ー
ト
の
検
討

　
関
空
は
、
強
風
や
高
潮
、
高
波
な
ど
へ
の
対

策
を
実
施
し
て
き
た
が
、
想
定
外
の
タ
ン
カ
ー

衝
突
や
想
定
を
上
回
る
空
港
島
の
地
盤
沈
下
に

よ
り
海
上
空
港
の
脆
さ
を
露
呈
し
た
形
と
な
っ

た
。
空
港
ア
ク
セ
ス
が
１
つ
し
か
な
い
リ
ス
ク

が
顕
在
化
し
、
物
流
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
影

響
を
長
期
化
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
翻
っ
て
、
今
回
被
災
し
な
か
っ
た
セ
ン
ト
レ

ア
は
、
関
空
に
も
近
い
こ
と
か
ら
貨
物
便
を
中

心
に
代
替
機
能
の
一
部
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
自
然
災
害
の
多
い
日
本
列
島
で

は
、
関
空
と
同
じ
海
上
空
港
で
あ
る
セ
ン
ト
レ

ア
も
明
日
は
我
が
身
と
い
え
る
。
想
定
以
上
の

災
害
に
よ
り
国
際
空
港
と
し
て
の
機
能
が
長
期

に
わ
た
っ
て
停
止
し
な
い
た
め
に
、
万
全
の
対

策
を
講
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ

で
も
、他
の
国
際
空
港
が
被
災
し
た
場
合
に
は
、

複
数
の
空
港
が
広
域
的
に
機
能
を
分
担
す
る
こ

と
が
、
日
本
経
済
の
国
際
競
争
力
を
維
持
す
る

た
め
に
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　
近
年
、
ア
ジ
ア
の
国
際
空
港
や
国
際
港
湾
と

の
競
争
は
激
化
し
て
お
り
、
災
害
時
の
早
期
復

旧
へ
の
対
応
が
ア
ジ
ア
へ
の
流
出
を
回
避
す
る

こ
と
に
も
な
る
。海
上
空
港
の
セ
ン
ト
レ
ア
は
、

今
回
の
関
空
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
ア
ク
セ

ス
ル
ー
ト
と
し
て
、
あ
お
な
み
線
の
空
港
ま
で

の
延
伸
も
検
討
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
海
底
ト
ン

ネ
ル
の
建
設
費
な
ど
で
数
百
億
円
の
コ
ス
ト
が

必
要
で
あ
り
、
海
上
ル
ー
ト
も
含
め
て
、
費
用

対
効
果
分
析
や
需
要
分
析
な
ど
精
細
な
検
討
を

重
ね
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

セ
ン
ト
レ
ア
の
機
能
強
化
を

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券。93 年東海総合研究所（現
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）。15 年４月中京大学経済学部客員教授。現在、テレビやラジオのニュース番組などのコメンテーターを務
めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋港管理組合、青森県などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

内田俊宏の経済トレンド
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景況の推移（前年同月比）

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
紙・紙加工品：猛暑の影響から飲料関係等は引き続き好調。一
般工業製品は輸出関連が低調気味に推移している。古紙価格は
米中貿易摩擦の影響から上昇に転じており、今後の原紙価格の
動向が注目される。
印刷：組合員の中には、後継者がいないことからやむを得ず廃
業するところがある。
一般機器：足元の景況感は高く、生産の多忙感もあるが、収益
面では下がっている。雇用の確保が難しく、効率が低下してお
り売上規模を維持することが精一杯。
【非製造業】
小売業：7 月の猛暑が続き、エアコンに販売が集中した。前年比
で 200％近い数字が出たものと思われ、電気店は 8 月のお盆ま
では 7 月から休みがない状態が続いた。
商店街：猛暑となったため、高齢者等の外出頻度が減り、商店
街への出足も悪く、歩行者数に大きく影響した。
運輸業：燃料価格上昇、人手不足を背景に収益は悪化。運賃交
渉も反応は少ないが、スポット運賃は例外的に上昇する場合が
ある。

【製造業】
紙・紙加工品（群馬県）：前月から続く猛暑の影響で全く不調。
全体的に動きはあるものの軒並み数量を減らしている状態。原
材料価格の値上げが徐々に浸透してきており、販売価格の低下
や収益の圧迫を招いている。
印刷（大阪府）：8 月は低調で推移。比較的好不調なく推移して
いた汎用性の高いラベルの減速感が増してきた。その他食品・
飲料分野でも減速感が出ている。
一般機器（岩手県）：半導体・建機・工作機械等に減速感が現れ、
原材料工具等の値上げが続く。
【非製造業】
小売業（熊本県）：異常気象で鮮魚・青果の入荷が例年より困難
となっている。
商店街（徳島県）：徳島の祭り、阿波おどりも今年は人混みもな
く低調。また異常ともいえる暑さで人の動きは更に厳しく、各々
イベントをかかげているがサービス業などは動きが最悪だった。
運輸業（京都府）：猛暑続きの今夏、8 月は例年になく忙しい夏
になった。今春の運賃改定により短距離で安くなったため、涼
しいタクシーでのチョイ乗り移動が多く見られた。

（出典：全国中小企業団体中央会 HP より）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

景況天気図

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪　化
DI≦−30

　この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の
景況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2018年 8月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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インフォメーション

中央会事業レポート

　９月６日（木）、「東海ブロック中央会　組合指導研究会（第１回）」
を中央会会議室（名古屋市中村区）において開催し、中部経済産業局、
東海ブロック管内（愛知県、岐阜県、三重県）の県庁及び中央会職員
が出席しました。
　この研究会は、組合指導専門機関である中央会と行政機関が集い、
中小企業組合等を取り巻く経営課題や各種法改正等の情報の共有を目
的に、昨年度新規事業としてスタートしました。
　本年度第１回となる今回は、中小企業組合の設立・解散状況や定款
変更等をテーマとして取り上げ、各県中央会及び行政機関の対応につ
いてそれぞれ説明がなされました。
　出席者らは、中小企業組合等に対しての中央会及び行政機関の支援体制やスタンス等について活発な意見交
換を行い、お互いの違いや取り組むべき課題を共有しました。

平成 30年度 東海ブロック中央会　組合指導研究会（第１回）を開催

　９月 11 日（火）、「外国人技能実習生共同受入事業コンプライアン
スセミナー」を愛知県産業労働センター（名古屋市中村区）で開催し、
外国人技能実習生受入組合の担当者ら 112 名が参加しました。
　当会では、「外国人技能実習制度適正化事業」として毎年、外国人
技能実習生の受入に関するセミナーの開催と外国人技能実習生受入組
合及び企業への訪問を行っています。
　今回のセミナーは３部構成となっており、第１部では、外国人技能
実習機構名古屋事務所　指導課長　鈴木基義氏より「監理団体及び実
習実施者への実地検査等」をテーマとして、実地検査を通じて散見さ
れた不適切な事例について説明がありました。
　第２部では、「技能検定（随時３級等）」について、愛知県職業能力開発協会　技能検定課　課長補佐　原　
弘典氏より、技能検定事務要領をもとに、新制度移行後も円滑に試験が実施されるよう事務手続きについて説
明がありました。
　第３部では、愛知県警察本部　生活安全部　サイバー犯罪対策課　巡査長　安江直子氏より、「サイバー犯罪」
等について外国人技能実習生が犯罪に巻き込まれないよう注意喚起を呼びかけていました。
　当会としましては、今後とも外国人技能実習生共同受入事業を行う組合様に向けて、外国人技能実習制度の
適正な運営に関する情報を適宜提供してまいります。

「外国人技能実習生共同受入事業コンプライアンスセミナー（第１回）」を開催

　９月 27 日（木）、「中堅社員研修会」を愛知県産業労働センター（名
古屋市中村区）において開催し、会員組合傘下企業において第一線で
活躍されている中堅社員 17 名が参加しました。研修会では、産業カ
ウンセラーの加藤久恵氏を講師に招き、近年、注目を浴びている職場
での「ハラスメント」をテーマに取り上げました。
　内容は、「うっかり加害者にならないためには？」、「部下から相談
を受けたときは？」など実際にあった事例を交えて、職場でおこるハ
ラスメントについての基礎知識を深め、防止策を考えるもので、参加
者は真剣な表情で耳を傾けていました。

中堅社員研修会を開催  〜会員組合傘下企業のさらなる活性化に向けて〜
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インフォメーション

おしらせ

日 時間 イベント名 場所

10 月 29 日（月） 13：30 管理者研修会 ウインクあいち

11 月 2 日（金）
11：00 正副会長会 キャッスルプラザ

11：45 大会決議実現促進委員会 キャッスルプラザ

11 月 7 日（水） 10：30 愛知県中小企業組合士会　見学会 ミツカンミュージアム
國盛酒の文化館

11 月 19 日（月） 16：00 平成 30 年度組合交流会
~ あいち中小企業サミット 2018~ 東京第一ホテル錦

中
央
会

イベントカレンダー

日 イベント名 組合名 場所

10 月 28 日（日） 第 9 回食肉・花き市場まつり 愛知名港花き卸売事業（協） 愛知名港花き地方卸売市場

10 月 31 日（水）
〜11 月 2 日（金） 2018 名古屋プラスチック工業展 愛知県プラスチック成形（工） ポートメッセなごや

11 月 3 日（土）
〜 4 日（日） ストーンフェスタ岡崎 2018 岡崎石製品工業（協） 岡崎市  岡崎城南・乙川河川敷

11 月 17 日（土）
　 〜 18 日（日） 第 4 回とうふまつり 愛知県豆腐商工業（協） 金山総合駅コンコース

組
合

　「愛知県最低賃金」は平成 30 年 10 月１日から時間額 898 円に改正されました。
　最低賃金が適用される労働者の範囲は、愛知県内の事業場で働く常用、臨時、パート、アルバイト等の
すべての労働者となります。なお、愛知県の特定（産業別）最低賃金については、現在、改正のため調査
審議中ですので、今後の改正状況にご注意ください。
　詳細は、愛知労働局ウェブページを参照してください。
　https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/jirei_toukei/chingin_kanairoudou/saiteichingin_toukei/
saiteichingin.html
　最低賃金に関するお問い合わせは、愛知労働局労働基準部賃金課（電話番号 052-972-0257）、または最
寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

ご存知ですか？　愛知県最低賃金が改正されました！

消費税軽減税率対策窓口相談等事業について
専門家を貴組合へ派遣します

　2019 年 10 月より消費税率が 10％に引き上げられる予定です。
　愛知県中央会では消費税軽減税率対策窓口相談事業として、軽減税率や消費税転嫁対策にとどまらず、
貴組合まで税理士・弁護士等の専門家を派遣し、中小事業者の皆様の税務・会計・法律など様々な経営に
関するご相談に応じます。
　是非ともこの機会に専門家をご活用いただき、経営問題解決への糸口を見つけてください。
　ご不明な点・ご相談等ありましたら、組合担当者または組織支援部までご連絡ください。 

お問合せ先　愛知県中小企業団体中央会　組織支援部　TEL：052-485-6811
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イベントレポート

　陶都として知られる瀬戸市の「せともの祭」が９月８日（土）、９日（日）にかけて
「尾張瀬戸駅」周辺及び「品野」、「赤津」など市内一円で開催されました。せともの祭は、

江戸時代に九州で磁器の製法を学び、瀬戸に伝えた磁祖加藤民吉の遺徳をたたえる祭
りとして、昭和７年に始まり今年で 87 回目を迎え、今や全国各地から大勢の人々が訪
れる全国最大規模の産業祭りです。
　期間中は、ご当地グルメ「瀬戸焼きそば広場」や「ミスせともの発表披露会」など
多彩な行事が繰り広げられました。なかでも、愛知県陶磁器工業協同組合や瀬戸陶磁
器卸商業協同組合等組合の組合員が出店する、恒例の「せともの大廉売市」では、陶磁器が市価の３〜５割引とお値打ち
に購入できるとあって、お気に入りの品を買い求める多くの人で賑わいました。

第 87 回「せともの祭」　開催

　９月 16 日（土）、CLACITY（クラシティ）（半田市広小路町）において半田鉄工協同組合
の主催で「全日本製造業コマ対戦Ｇ３」が開催されました。
　昨年の「半田市制 80 周年記念場所」に引き続き２回目となる今場所は、県内外から中小
企業だけでなく高校生も含めた 22 チームが出場し、高い技術を詰め込んで製作した自慢の
コマを持ち寄りトーナメント形式により、競い合いました。
　激闘の末、優勝と出場コマをすべてもぎとったのは愛知県の「高橋鉄工所」。半田鉄工協
同組合の新美良純理事長は「来年も是非大会の開催を実現したい。皆様の参加をお待ちして
います。」と話していました。

全日本製造業　コマ対戦Ｇ３　半田場所　開催

インフォメーション

　９月 26 日（水）、名古屋市中央卸売市場本場　中央管理棟９階大会議室において、名古屋市中央卸売市場本場青果卸売
協同組合が主催する「卸売市場新法のもとでの市場と私たちの役割を考える講演会」が開催され、95 名が参加しました。
東京聖栄大学客員教授　藤島廣二氏を講師に招き「改正卸売市場法の特徴と卸売市場の展開方向」をテーマに、法改正の
要点や背景について改めて確認し、参加者は自らの役割等について見つめ直すきっかけとなりました。

「卸売市場新法のもとでの市場と私たちの役割を考える講演会」　開催

　10 月４日（木）から６日（土）にかけて、吹上ホール（名古屋
市千種区）において愛知県管工機材商業協同組合主催の「第 32 回
管工機材・設備総合展」が開催されました。本展示会は２年に１度
開催されており、本年度は「いのちの水、流す技、未来につなげ。」
をテーマに、出品者数 125 社、展示規模 250 小間で、時代の要請
に応える技術やノウハウを生かした製品が数多く出品され、一般家

庭からインフラ・産業活動にいたるまでの広い分野にわたって社会基盤を支える管工機材・設備機器の最新の製品や技術
等が PR されました。
　初日となる４日（木）に行われたオープニングセレモニーには本会専務理事の石川も来賓として参加して、大藪淳一理
事長とともにテープカットを行い、開会を祝いました。

第 32 回管工機材・設備総合展　開催

　９月９日（日）、ホテルナゴヤキャッスル（名古屋市西区）にて赤帽愛知県軽自動
車運送協同組合 40 周年記念式典並びに祝賀会が開催されました。
　赤帽愛知県軽自動車運送協同組合は、昭和 53 年９月に設立以来、絶えず変化する
日本の社会・経済情勢に的確に対応し、共同荷受及び共同配車を中心に各種共同事
業を活発に展開され、今日を迎えました。
　柴田聡理事長は、「素直な心をもって、松石初代会長の創業精神である『人助け』
を実践すれば、60 年後には 100 周年を祝うことができる。その実現に向けて既に赤
帽組織の改革は始まっている。」と挨拶を述べられました。

　式典後の祝賀会では、青森県出身のキャラクター「にゃんごすたー」のドラム演奏のほか、お笑いライブ、マジックショー
などが披露され、組合員同士の交流を図るとともに、今後の活動への意欲を新たにしました。

赤帽愛知県軽自動車運送協同組合　創立 40 周年記念式典　開催



三井生命では各組合の皆様へ各種セミナーを実施しております（無料）

2017年度は上記のセミナーを26協同組合にて実施させて頂きました。多くの経営者より
個別に相談も頂いております。お気軽にご相談ください。
※セミナ̶実施についてのご照会先は
　名古屋市中区錦 1－4－6　三井生命保険株式会社　TEL 052－231－3852
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B－2018－5133（2018.4）使用期限 2019.3.31

◆セミナーコンテンツ例
　・事業承継（生命保険を活用した事業承継対策）
　・公的年金とライフプラン
　・知っておきたい賢い生命保険の活用法
　・公的介護保険制度を知ろう　　　　　　　など

愛 知 県 パ ン 協 同 組 合
理　事　長　長谷川　正　己
副理事長　光　田　　　充
副理事長　中　島　政　志

〒460－0002 名古屋市中区丸の内三丁目20番 29号
 ＴＥＬ　〈052〉962－6371
 ＦＡＸ　〈052〉962－6377

※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
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〒450-0002 名古屋市中村区名駅4-4-38 愛知県産業労働センター(ウインクあいち)16階 
                   TEL(052)587-2223(代)

〒444-0860 岡崎市明大寺本町1-34 岡崎センタービル8階
                  TEL(0564)22-0191(代)
資料請求はこちら▶http://www.ack-kyosai.or.jp 愛知県中小企業共済

本 部

三 河 支 局

がんばる の
ベストパートナー
がんばる の
ベストパートナー

傷害共済傷害共済
ケガの補償は安心補償ケガの補償は安心補償

生命傷害共済生命傷害共済
ケガも病気もサポートケガも病気もサポート

従業員医療共済従業員医療共済
従業員のケガや病気に従業員のケガや病気に

従業員弔慰金共済従業員弔慰金共済
従業員の「もしも」に備えて従業員の「もしも」に備えて

弔慰金共済弔慰金共済
思わぬ「もしも」に備えて思わぬ「もしも」に備えて

経営者医療共済経営者医療共済
経営者だからこそ万一に備えて経営者だからこそ万一に備えて

愛知県中小企業共済協同組合
オリジナルキャラクター

キョウサイ 天使’sキョウサイ 天使’s
テンシーズ

６つの安心で６つの安心で
企業の

経営をサポート!企業の
経営をサポート!

QRコードから
ご覧頂けます ▶
QRコードから
ご覧頂けます ▶0120-00-9967

受付時間 平日9:00～17:00


	VOICE(P01)
	中央会ニュースクリップ(P02)
	パソコンマスターへの道(P03)
	内田俊宏の経済トレンド(P04)
	景況天気図(P05)
	インフォメーション(P06~08)



